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地域と学校ではぐくむ
子どもたちの未来



　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
や

学
校
が
抱
え
る
問
題
が
複
雑
化
・
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
の
課
題
を
解
決
し
た
り
、

よ
り
よ
い
成
長
を
支
え
た
り
す
る
た

め
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
「
目

標
や
め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
」
を
共
有

し
、
連
携
・
協
働
し
て
い
く
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
本
市
に
お
け
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
）」
と
「
地
域
学

校
協
働
活
動
（
学
校
を
核
と
し
た
地

域
づ
く
り
）」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来

地域の人にけん玉を教わりました

昔の遊びであやとりを体験

地
域
と
学
校
で
は
ぐ
く
む

地域と学校ではぐくむ子どもたちの未来特集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）と
は

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、

学
校
と
地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ
せ

て
、
学
校
の
運
営
に
取
り
組
む
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
へ
の
転
換

を
図
る
た
め
の
有
効
な
仕
組
み
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
学
校
運
営
に
地
域
の

声
を
積
極
的
に
生
か
し
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各学校での学校運営協議会
　えびの市のすべての小・中学校に学校運営協議会が設置されています。各学校での学校
運営協議会を年間３回行い、学校運営に関する意見交換や子どもたちに必要な支援、地
域でできる取り組み等について協議を行っています。

コミュニティ・スクールによる効果

● 学校と地域が一体となり、学校運営の改善や児童
　生徒の健全育成に取り組むことができる

●  地域住民や保護者が学校運営に参画できる

　

上
江
小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が

声
を
上
げ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
開

催
さ
れ
た
上
江
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
。
学
校
、
P
T
A
、
ま
ち
協
、
南
部

自
治
会
、
育
成
会
、
上
江
に
ゆ
か
り
の

あ
る
企
業
と
、
学
校
と
地
域
全
体
が
理

解
・
参
画
し
、
一
体
と
な
っ
た
こ
と
で

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
地
域
の
交
流
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
協

力
な
し
で
は
実
現
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
も
の
で
す
。
今
後
も
続
け
て

い
き
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り

や
愛
郷
心
を
育
ん
で
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

東 慶良 さん

上江小中学校
PTA 会長盛り上がった上江交流フェスティバル

全体研修会の実施
えびの市全体の学校運営協議会委員を対象とした学校運営
協議会全体研修会を実施しています。講師を招いての学校
運営協議会の役割や協議の充実についての講話、協議を
通して地域の子どもたちがどのように育ってほしいか語り合
い、今後の各学校での協議の充実につなげています。

連携する学校の
校長・教頭

地域住民民生委員・児童委員

保護者代表（PTA）

まちづくり協議会 企業

のぶ  よし

コミュニティスクールについてお問い合わせ 市学校教育課 教育係　☎ 35-3721（課直通）
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地
域
の
人
が
子
ど
も
た
ち
と
顔
見

知
り
に
な
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
見
守
り
が
一
層
強
く
な
り
安
心

安
全
な
環
境
と
な
り
ま
す
。
地
域
と

し
て
も
思
い
を
伝
え
る
場
、
地
域
の

人
た
ち
の
生
き
が
い
に
も
な
る
の

で
、
こ
の
活
動
が
も
っ
と
広
が
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

地域学校協働活動
推進員

ま　 こ

坊野 真子 さん

　

地
域
学
校
協
働
活
動
と
は
、
地
域
の

高
齢
者
、
保
護
者
、
民
間
企
業
、
団
体

等
幅
広
い
地
域
住
民
の
参
画
を
得
て
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成

長
を
支
え
る
と
と
も
に
「
学
校
を
核
と

し
た
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
地

域
と
学
校
が
相
互
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
連
携
・
協
働
し
て
行
う
活
動
の
こ
と

で
す
。
こ
の
活
動
で
は
、
学
習
補
助
や

講
師
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
を

支
援
し
た
り
、
校
外
学
習
や
登
下
校
時

の
安
全
見
守
り
を
し
た
り
と
学
校
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に

は
、
組
織
的
か
つ
継
続
的
に
地
域
と
学

校
が
連
携
・
協
働
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
え
び
の
市
で
は
、
連
携
・
協

働
を
円
滑
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
2

人
の
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
が
活

動
し
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
い
で
い
ま

す
。 地

域
学
校
協
働
活
動
と
は

地 域学校協働活動 だよ
り「えびのっ子応援団！！」
で活動を紹介しています

　

地
域
が
情
熱
を
持
っ
て
学
校
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
え
び
の
市
の

史
跡
や
郷
土
芸
能
な
ど
、
地
元
の
良

さ
を
伝
え
、
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
に

も
な
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
が
の

び
の
び
と
学
び
成
長
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

地域学校協働活動
推進員

瀬口 弘美 さん

お問い合わせ 市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）☎ 35-2268（課直通）地域学校協働活動について

地域学校協働活動

地　域

学校（コミュニティ・スクール）

えびのの子ども

えびのの大人

学校を核とした
地域づくり

地域学校協働活動
地域学校協働活動

推進員
子どもも大人も
学びあい育ちあう
多様な活動

学校運営協議会
・地域住民等による学校運営への参画
・地域と目標やビジョンを共有

ふるさとへの思い 地域の大人・仕事へ
の憧れ

地域とともにある
学校づくり

人材・活動などの
コーディネート

学校運営協議会への参加

双方向に「一人一人が輝く」

地域と学校ではぐくむ子どもたちの未来特集

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
地
域
の
人
々
の
『
参
画
』

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
よ
り
よ
い
将

来
を
切
り
拓
い
て
い
く
力
を
身
に
付

け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
学
校
の
教

育
活
動
を
評
価
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
学
校
運
営
に
地
域
の
大
人
が
参

画
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
地
域
学
校
協
働
活
動
で
は
、
地

域
の
大
人
の
力
を
存
分
に
発
揮
し
、

子
ど
も
も
大
人
も
学
び
あ
い
育
ち
あ

う
多
様
な
活
動
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
取
り
組
み
も
地
域
の
皆

さ
ん
の
「
参
画
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で

す
。
地
域
が
総
ぐ
る
み
と
な
っ
て
、

地
域
の
行
事
を
含
め
多
様
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
が
学
び
、
成
長
す
る
機
会
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
地
域
の
行
事
や

伝
統
、
産
業
に
関
わ
る
学
習
を
学
校

で
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
「
今
、
求

め
ら
れ
て
い
る
力
」
や
「
将
来
、
必

要
と
な
る
力
」
を
身
に
付
け
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
地

域
の
課
題
解
決
を
図
る
取
り
組
み

や
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る

え
び
の
市
民
の
未
来
に
つ
な
が
る
教

育
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一つの取り組みとして

飯野

上江

加久藤
教育活動の充実

地域とのつながり真幸
岡元

えびの市

学校を核とした地域づくり

学校

地域学校協働活動推進員

地域の全ての人々

地域婦人連絡
協議会

まちづくり
協議会

えびの市
ガイドクラブ

地域の関係者
農業・商工業 etc..

郷土芸能
関係団体

読み聞かせ等
ボランティア
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各
校
区
の
小
・
中
学
校
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

飯野地区

上江地区真幸地区

加久藤地区
飯野小学校

上江小中学校・小学部上江小中学校・中学部

麓輪太鼓踊り指導

えびの音頭指導職場体験学習

加久藤小学校
町たんけん

飯野中学校
えびの学

「えびのの過去・現在・未来」

ボランティアとして参加するたびに良かったと感じて

います。子どもたちの頑張る姿や感謝の言葉が生きが

いです。

朝の見守りやボランティアで子どもたちと顔見知

りになって、笑顔で声をかけてもらえると元気が

出ます。

地域と学校ではぐくむ子どもたちの未来特集

各
地
区
で
の
地
域
に
支
え
ら
れ
た
活
動

市内の事業所の協力のもと行った職場体験学習 5・6年生の児童が下級生に伝えられるよう踊り方を学びま
した

山本 ハヤ子 さん

地域の人
の声

さい  どう

ひじり

子どもたちの考えや成長に触れられるので自分にとっ

ても良い機会となっています。地域と子どもたちとが

しゃべりやすい環境づくりが大切です。

子どもたちにえびのの良さを伝えられる機会になっていま

す。興味・関心を持って話を聞いてくれるので、私たちの

スキルアップにもつながっています。

ボランティアの皆さんのアドバイスのもとこれからのえびの
について考えました

教わった踊りを授業参観で披露地域の人たちに見守られながらお店や施設を見学

見て聞いて地層の成り立ちを学ぶ

えびのガイドクラブの皆さんからえびのの歴史を学びました

幅広い事業所の受け入れにより充実した職場体験

松永 亮子 さん上原 聖 さん

西道 りえさん

地域の人
の声

地域の人
の声

地域の人
の声

加久藤中学校
えびのの交通と歴史

真幸中学校
職場体験学習

真幸小学校・岡元小学校
地層学習

えびの市地域婦人
連絡協議会会長

えびのガイドクラブ
副会長

学校運営協議会委員
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生涯に一度の登録と年に一度の狂犬病予防注射は必ず受けましょう生涯に一度の登録と年に一度の狂犬病予防注射は必ず受けましょう

令和 6 年度令和 6 年度 登録と予防注射は飼い主の義務です

犬の登録と狂犬病予防注射日程表犬の登録と狂犬病予防注射日程表

※予備日は、１回目の日程で予防注射を接種できなかった
犬が対象ですのでご注意ください。

日　付 会　場 時　間

4 月 15 日
（月）

今西公民館 9：00 ～    9：10

池島公民館 9：20 ～   9：40

西上江公民館 9：50 ～ 10：00

中上江公民館 10：10 ～ 10：25

上上江公民館 10：35 ～ 10：45

4 月 16 日
（火）

西内竪公民館 9：00 ～    9：10

東内竪公民館 9：20 ～    9：40

南岡松公民館 9：50 ～ 10：10

岡松運動場 10：20 ～ 10：30

4 月 17 日
（水）

前松原公民館 9：00 ～    9：15

松原公民館 9：25 ～   9：40

牧の原公民館 9：50 ～ 10：00

榎田公民館 10：10 ～ 10：25

東川北公民館 10：35 ～ 10：50

4 月 19 日
（金）

北昌明寺公民館 9：00 ～    9：10

吉田温泉・鹿の湯 9：20 ～    9：30

西川北公民館 9：40 ～   9：50

下島内公民館 10：00 ～ 10：15

4 月 23 日
（火）

尾八重野コミュニティセンター 9：00 ～    9：15

東長江浦上公民館 9：25 ～   9：35

西長江浦下営農研修センター    9：45 ～ 10：00

4 月 24 日
（水）

白鳥公民館 9：00 ～    9：20

末永公民館 9：30 ～    9：45

田代公民館 9：55 ～ 10：05

出水公民館 10：15 ～ 10：30

4 月 25 日
（木）

灰塚公民館 9：00 ～    9：15

栗下地区営農研修館 9：25 ～   9：40

麓（加）公民館 9：50 ～ 10：00

市役所本庁（外来駐車場 ）10：10 ～ 10：35

4 月 26 日
（金）

南原田公民館 9：00 ～    9：15

中原田公民館 9：25 ～   9：40

五日市公民館 9：50 ～ 10：00

苧畑コミュニティセンター 10：10 ～ 10：25

大明司公民館 10：35 ～ 10：50

5 月 8 日
（水）

上浦公民館 9：00 ～    9：20

上向江公民館 9：30 ～    9：40

中浦・熊野神社 9：50 ～ 10：00

上島内公民館 10：10 ～ 10：25

対象  生後 91 日以上の犬

料金  登録料：3,000 円（生涯に１回）
 注射料：3,300 円

持参するもの  狂犬病予防注射通知書
 愛犬手帳（鑑札）

市民環境課 生活環境係
☎ 35-3731（直通）

日　付 会　場 時　間

5 月 9 日
（木）

大溝原公民館 9：00 ～    9：20

西郷公民館 9：30 ～    9：45

湯田公民館 9：55 ～ 10：10

永山公民館 10：20 ～ 10：35

5 月 14 日
（火）

堀浦多目的集会施設 9：00 ～    9：20

上大河平公民館 9：30 ～    9：40

下大河平公民館 9：50 ～ 10：10

東原田公民館 10：20 ～ 10：35

5 月 15 日
（水）

亀沢公民館 9：00 ～    9：10

柳水流公民館 9：20 ～    9：30

南昌明寺・湯園公民館 9：40 ～    9：50

真幸出張所（駐車場） 10：00 ～ 10：20

5 月 16 日
（木）

山内公民館 9：00 ～   9：10

前田公民館 9：20 ～   9：40

坂元公民館 9：50 ～ 10：00

高野コミュニティセンター 10：15 ～ 10：30

5 月 17 日
（金）

飯野駅前地区体育館 9：00 ～    9：30

飯野出張所（駐車場） 9：40 ～ 10：00

予　備　日

5 月 28 日
（火）

上浦公民館 9：00 ～    9：10

南岡松公民館 9：20 ～    9：30

下島内公民館 9：40 ～    9：50

真幸出張所（ 駐車場 ） 10：00 ～ 10：20

5 月 29 日
（水）

麓（加）公民館 9：00 ～    9：10

栗下地区営農研修館 9：20 ～   9：30

市役所本庁（外来駐車場） 9：40 ～ 10：00

5 月 30 日
（木）

下大河平公民館 9：00 ～    9：10

飯野駅前地区体育館 9：20 ～    9：35

中上江公民館 9：45 ～ 10：00

坂元公民館 10：15 ～ 10：25

飯野出張所（駐車場） 10：35 ～ 11：00

注意する事

お問い合わせ

　

令
和
６
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
生
涯
１
回
の
登
録
と
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
愛
犬
を
守
る
た

め
に
、必
ず
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ど
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、都
合
の
良
い
場
所
・
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※犬の登録・飼い主の変更・死亡などの届け出もできます。
※既に登録されている犬については、登録料は不要です。

●会場では、犬を抑えることができる人が同伴して
　ください。

●興奮する犬もいます、犬同士を近づけ過ぎないよう
　にしてください。

●体調の悪い犬、または１カ月以内に別の注射を受け
　た犬は、注射会場の獣医師、またはかかりつけの
　動物病院にご相談ください。

●移動の関係で時間に制限があります。
　時間厳守でお越しください。

●雨天時でも実施します。

広報 広報令和6年3月号 令和6年3月号9 8



　

2
月
17
日
、
え
び
の
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
令
和
5
年
度
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
発
災
後
の
え
び
の
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
各
関
係
機
関
と
の
連
携

や
協
力
体
制
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
や
市
民
団
体
に
対
し
て
、
行

政
の
動
き
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
機
能
に
つ
い
て
理
解
や
関
心
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

訓
練
で
は
、
市
災
害
対
策
本
部
や
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

の
講
話
や
、
屋
外
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
訓
練
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
付
け
か
ら
送
り
出
し
ま
で
の
流
れ

や
、
本
部
機
能
訓
練
、
支
援
物
資
の
仕

分
け
な
ど
を
実
際
の
災
害
を
想
定
し
て

行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
に
は
、
同

協
議
会
や
市
、
各
関
係
機
関
か
ら
約

1
2
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

防
　
災

問 令
和
5
年
度
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練

市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係
　
☎
35
‐
1
1
1
8
（
課
直
通
）

発災時のボランティアの受け付け

資材の受け渡しを想定しての訓練

　
税

問

固
定
資
産
課
税
台
帳
等
の
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す

市
税
務
課 

固
定
資
産
税
係
　
☎
35
‐
3
7
3
5
（
直
通
）

　

令
和
6
年
度
の
固
定
資
産
税
に
関

す
る
土
地
、
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な

ど
に
つ
い
て
の
縦
覧
・
閲
覧
が
、
4

月
1
日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
自
分
の
固
定
資
産
税

が
い
く
ら
に
な
る
の
か
知
り
た
い
」、

「
自
分
の
土
地
・
家
屋
と
他
の
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
て
、
適
正

か
ど
う
か
判
断
し
た
い
」、「
土
地
を

買
っ
た
が
、
そ
の
土
地
が
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
知
り
た

い
」
な
ど
考
え
て
い
る
場
合
は
、
こ

の
機
会
に
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
等

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

縦
覧
・
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。

※
固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大
臣

が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
価
格
を
決
定

し
、
そ
れ
を
も
と
に
課
税
標
準
額
を

算
定
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
決

定
さ
れ
た
価
格
や
課
税
標
準
額
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま

す
。
登
録
さ
れ
た
課
税
標
準
額
に
税

率
（
1
・
4
％
）
を
乗
じ
た
も
の
が

税
額
と
な
り
ま
す
。

◎固定資産課税台帳等の縦覧
　固定資産税の納税者が、自己の土地や家屋と他の土地や家屋の評価額（所有者の情報は除く）
を比較して、適正であることを確認する制度です。

縦覧期間 4 月 1 日（月）～ 4 月 30 日（火）※土・日、祝日を除く
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

縦覧場所 市税務課窓口（市役所本庁 2 階）、飯野出張所、真幸出張所

縦覧対象者と
範囲

縦覧対象者 縦覧範囲 記載事項
土地の固定資産税の納税者

（代理人または納税管理人） 土地価格等縦覧帳簿 所在地（地番）・地目・地積・
評価額

家屋の固定資産税の納税者
（代理人または納税管理人） 家屋価格等縦覧帳簿 所在・家屋番号・種類・構造・

床面積・評価額

縦覧に
必要なもの

・納税者本人であることを確認できるもの（運転免許証など）
※代理人の場合は、委任状と代理人本人の確認ができるもの（運転免許証など）が
必要です。

手数料 無料（帳簿の写しの交付はできません）

◎固定資産課税台帳等の閲覧
　納税義務者は、固定資産課税台帳のうち、自己の資産が記載された部分について、一年を
通して閲覧することができます。また、借地人・借家人等も借りている土地・家屋の閲覧を
することができます。

閲覧期間 4 月 1 日（月）～通年 ※土・日、祝日、年末年始を除く
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

閲覧場所 市税務課窓口（市役所本庁 2 階）、飯野出張所、真幸出張所

閲覧対象者と
範囲

閲覧対象者 閲覧範囲
①固定資産税の納税義務者 所有している固定資産
②土地を有償で借りている人 借りている土地
③家屋を有償で借りている人 借りている家屋および敷地である土地
④固定資産の処分をする権利を有する一
定の人 権利を有する固定資産

閲覧に
必要なもの

・納税者本人であることを確認できるもの（運転免許証など）
・閲覧対象者のうち上記の②③④に該当する人は、それらを確認できるもの（賃貸借
契約書など）
※代理人の場合は、委任状と代理人本人の確認ができるもの（運転免許証など）が
必要です。

手数料 閲覧は 1 件につき 200 円（縦覧期間中は無料）。写しの交付は 300 円。

　

2
月
25
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
令

和
5
年
度
生
涯
学
習
振
興
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生
涯
学
習
の

振
興
と
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
会
で
は
、
生
涯
学
習
功
労
者
等
表

彰
・
家
庭
教
育
標
語
入
賞
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
後
に
は
、
市
内
3
団
体
に
よ
る

生
涯
学
習
発
表
や
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
薗
田
潤
子
氏
・
倍
友
子
氏
・
前

田
晶
子
氏
に
よ
る
宵
が
た
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
生
涯
学
習
優
良
組
織
団
体（
2
団
体
）】

・
川
内
川
上
流
漁
業
協
同
組
合

・
え
び
の
市
赤
十
字
奉
仕
団

【
家
庭
教
育
標
語
入
賞
者
】

［
最
優
秀
賞
］
川
野
美み

う羽
さ
ん
（
加
久

藤
小
学
校
6
年
）

［
優
秀
賞
］
赤
川
紗さ

ゆ悠
さ
ん
（
真
幸
小

学
校
2
年
）、
田
畑
も
も
さ
ん
（
真
幸

中
学
校
3
年
）、
中
野
篤あ

つ
ひ
ろ洋
さ
ん
（
飯

野
中
学
校
3
年
）

他
入
賞
者
8
人

教
　
育

問 令
和
5
年
度
生
涯
学
習
振
興
大
会

市
社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係
　
☎
35
‐
2
2
6
8（
課
直
通
）

謝辞を述べる川内川上流漁業協同組合の勘場孝次代表

フリーアナウンサーによる宵がたり「古事記」
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企業ウォッチング

市内事業所のPR

会社概要

事業所概要 働く人の声

家庭教育学級通信

広報 令和6年3月号 12

市では、市内の事業所情報を市民に提供し地元企業の

認知度を高め、市内事業所への就業先選択の拡大を図

るために、掲載を希望する事業所の募集を行い、広報え

びので紹介しています。詳しくは市観光商工課商工係

までお問い合わせください。

市観光商工課 商工係　☎35-3728

社会福祉法人えびの福祉会 上江認定こども園

　社会福祉法人えびの福祉会上江認定こども園は、安心と信頼を提供し、人
としての人権を尊重し、人間としての尊厳を守ることを主な理念とし、日々子
どもたちの健やかな成長を願い、主体性や個性を伸ばしていく保育を目標と
しています。
　0歳児から就学前の大切な子どもたちを預かる上で、職員全体で一人一人
の園児と関わりを持ち、保護者と全職員とが信頼関係を築き「みんなで見守
る保育」を心がけています。広い園庭で、子どもたちがのびのびと遊ぶ中で、
異年齢児との交流の場を設け、年間を通して、たくさんの行事を体験できる
ように日々計画し実践しています。また、地域や近隣の小学校との交流を通
して、地域貢献できるよう努めています。
　職員が働きやすい環境を整えるため、職員同士が互いに信頼・尊重し協力
し合うことで、仕事の負担軽減できるような環境づくりを行っています。また、
積極的に研修に参加できる体制を整え、職員のスキルアップも図っています。

上江認定こども園の園児たちと職員の皆さん

運動会ではマーチングを行います

保育士として働く姉に憧れて就職しました。現
在1年目で、1歳児を担当しています。子どもた
ちが日々見せてくれる成長や笑顔にとてもやり
がいを感じています。自然豊かでたくさんの行
事があるため、毎日にぎやかな声で溢れていま
す。子どもたちと一緒に遊びや行事を楽しみな
がら仕事ができ充実しています。

絵本作家よしながこうたくさん来校

加久藤小学校
家庭教育学級長

小中 陽子 さん

VOL.29

　加久藤小学校家庭教育学級で
は「みんなで楽しく」をテーマに、
親子での活動を積極的に行いま
した。
　5月は、加久藤小・中学校合同
で、えびの市人権擁護委員を招
いて「人権かるた」を行いました。
夏はアウトドアステーションえび
ので親子でフォトフレームの木
工製作、秋は真幸のカフェココ
キャンで料理教室、冬は絵本作
家さんを招いて、市民図書館と
一緒に読み聞かせ＆ライブペイ
ントを行いました。保護者対象

の親育て講座や家庭教育講演会
の座学講座もあり、年間7回の活
動を行うことができました。親子
体験の会では、自発的に近くの
人同士で教え合う姿が多く見ら
れ、取り組む子どもたちの真剣
な表情や、キラキラした笑顔も
たくさん見ることができました。
　家庭教育学級での学びや体験
は日常生活に取り入れられるこ
とが多く、役割を共有しながら活
動する学級生同士のつながりは、
今後の子育ての励みになると思
います。

所在地 えびの市大字上江 1867-2

事業内容
延長保育、一時預かり保育、障がい児保
育、放課後児童クラブ（同法人施設に病
後児保育を実施）

開設 平成 17 年 3 月

従業員 22 人（えびの出身者：18 人）

電話番号 48-4152 中野 凛
り

々
り

さん

温泉に触れ楽しく学ぶ
　京町観光ホテルで「温楽授業」が行われまし
た。これは、子どもたちに地域資源である温泉
の価値や素晴らしさをもっと知ってもらおうと
京町温泉みなほ会が行っているものです。授業
は、真幸小学校 2・3 年生 44 人を対象に行わ
れました。
　児童たちは、温泉に関する話を聞いたり、入
浴法・成分について学んだりした後、実際に足
湯体験も行い楽しんでいました。

温楽授業
宮崎県中学新人テニス大会
準優勝報告

九州大会に出場

2

20

　加久藤中学校テニス部が市長を訪問し、九州
大会出場を報告しました。
　同テニス部は、第 21 回宮崎県中学生新人テ
ニス大会の女子団体で準優勝しました。3 月に
福岡で行われる九州大会に出場します。
　キャプテンの米澤璃

り お ん
音さんは「新しいメン

バーでの初めての九州大会なので、1 つ 1 つの
試合を大切に勝ち上がっていきたいです」と話
していました。

えびの市教育フォーラム

教育の充実を目指す

2

19
　市文化センターで「え
びの市教育フォーラム」
が行われ、学校関係者ら
約 180 人 が 参 加 し ま し
た。同会では、市の学力
向上研究委員会の「えび
の学」の見直しに関する
報告や教育講演会が行わ
れました。
　講演会では、シンガー
ソングライターの真北聖
子さんが「限りある人生
を限りなく楽しむ為に～
人生は自分次第～」と題
して、これまでの体験を
もとに講演を行いまし
た。

2

13
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小倉里恵×坂下忠弘
デュオコンサート

ピアノの音色と歌声響く
　市文化センターで「小倉里恵×坂下忠弘デュ
オコンサート」が行われました。これは、地元
アーティストの凱旋ピアノリサイタルとして、
音楽やえびのへの想い、子どもたちへのメッ
セージをつむぐことを目的に行われたもので
す。公演では、馴染みのある楽曲やオリジナル
曲が披露され、来場した観客を魅了しました。
また、客席参加コーナーもあり、観客も一緒に
なって歌い、公演を楽しんでいました。

男女共同参画社会づくりに貢献
　えびの市男女共同参画推進審議会の会長を務
める盛永ちづ子さんが、令和 5 年度宮崎県男
女共同参画功労賞を受賞したことを市長に報告
しました。これは、長年にわたり男女共同参画
社会づくりに寄与してきたことが認められ表彰
されたものです。
　盛永さんは「この受賞を励みに、これからも
男女共同参画に関する学びと実践を続けていき
たいです」と話していました。

3

4 宮崎県男女共同参画功労賞受賞

3

3

えびの出身者5人が入隊入校

2

20

　飯野地区コミュニティセンターで「令和 5 年
度自衛隊入隊・入校者激励会」が行われました。
今春、自衛隊に入隊入校するえびの出身者は 5
人です。激励会では、入隊入校者に村岡市長が
あいさつし、防衛大臣や宮崎県知事からもビデ
オで激励の言葉が贈られました。
　入隊入校者を代表して、山田祈

き
世

よ
さんが「え

びの市の誇りを持って、皆さんの笑顔を守れる
よう精進していきます」と決意を述べました。

自衛隊入隊・入校者激励会
宮崎県農産園芸特産物総合表彰式
における知事賞等の授賞式

多収コンテストの米2部門で表彰

2

20

　小林総合庁舎で、令和 5 年度宮崎県農産園芸
特産物総合表彰における知事表彰等の授賞式が
行われました。これは、米 2 部門、野菜、花き、
果樹、茶、葉たばこの農業者や団体を表彰し、
農家経営の向上と農業の一層の発展を図ること
を目的に行われたものです。
　米多収コンテストで、えびの市から加工用米
の部で株式会社相馬農園が 2 等、飼料用米の
部で原田芳和さんが 1 等を受賞しました。

第28回県中学新人駅伝大会
3位入賞報告

これまでの最高成績を残す
　飯野中学校女子駅伝チームが市長を訪問し、
第 28 回県中学新人駅伝大会で 3 位入賞したこ
とを報告しました。同大会での第 3 位の成績は、
これまでの最高成績になります。
　キャプテンの前田夏

な つ み
翠さんは「1 秒の重みを

改めて実感するとともに、一人の力ではこの結
果は残せなかったと思いました。皆で協力して
タスキをつなぎ、3 位という成績を収めること
ができて良かったです」と話しました。

1年間の学習を修了
　市文化センターで「第 13 期えびの市民大学
修了式」が行われました。今回は、34 人の受
講生が参加しました。
　市民大学では、1 年間に 10 講座を実施し、
出席率の高かった受講生には、永山新一教育長
から修了証書が授与されました。
　永山教育長から「年齢に関係なくいろんなこ
とにチャレンジして、えびのを元気にしていき
ましょう」とあいさつがありました。

3

2 市民大学修了式

3

1

文化の杜春まつり

さまざまな催しを楽しむ

3

2
　文化の杜で「文化の杜
春まつり」が行われまし
た。これは、市民図書館、
市歴史民俗資料館、市文
化センターが合同で行っ
たものです。
　会場では、市民の広場
野外ステージでのコン
サートや大道芸パフォー
マンス、ブックリサイク
ル、人形劇などの催しが
行われました。
　来場した人は、ブック
リサイクルで好きな本を
探したり、コンサートや
大道芸などを見たりして
楽しんでいました。



口
腔
機
能
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
！

　

口
腔
は「
食
べ
る
」「
喋
る
」「
笑
う
」

と
い
っ
た
健
康
の
入
口
で
あ
り
、
生

活
を
営
む
上
で
大
切
な
機
能
で
す
。

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
、
噛
ん

だ
り
、
飲
み
込
ん
だ
り
す
る
た
め
の

口
腔
機
能
が
衰
え
る
こ
と
を
指
し
、

重
要
な
老
化
の
サ
イ
ン
と
さ
れ
て
い

ま
す
。噛
む
力
や
舌
の
動
き
の
悪
化

が
食
生
活
に
支
障
を
き
た
し
た
り
、

滑
舌
が
悪
く
な
る
こ
と
で
人
や
社
会

と
の
関
わ
り
の
減
少
を
招
い
た
り
す

る
こ
と
か
ら
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

は
、
全
身
の
フ
レ
イ
ル
進
行
と
深
い

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
人
と
話
す
、
新
聞
な

ど
を
声
に
出
し
て
読
む
、
パ
タ
カ
ラ

体
操
、
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

口
腔
体
操
が
有
効
で
す
。ま
た
、日
々

の
セ
ル
フ
ケ
ア
だ
け
で
な
く
、
定
期

的
な
歯
科
健
診
を
行
う
こ
と
で
、
歯

と
口
の
ト
ラ
ブ
ル
に
早
期
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

口
腔
の
健
康
は
全
身
の
健
康
に
つ

な
が
る
た
め
、
た
く
さ
ん
笑
い
、
話

し
、
食
べ
物
を
お
い
し
く
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
口
腔
機
能
を
維
持

し
ま
し
ょ
う
。

文
：
市
介
護
保
険
課 

保
健
師

関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
一
つ
で
も
当

て
は
ま
る
と
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

・
む
せ
、
食
べ
こ
ぼ
し
が
あ
る

・
食
欲
が
な
い
、
少
し
し
か
食
べ
ら

れ
な
い

・
や
わ
ら
か
い
も
の
ば
か
り
食
べ
る

・
発
音
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
舌
が

回
ら
な
い

・
口
の
中
が
乾
く
、
口
の
ニ
オ
イ
が

気
に
な
る

・
歯
が
少
な
い
、
噛
む
力
が
弱
い

め
し
ま
す
。

　

投
資
は
、
預
貯
金
と
は
異
な
り
、

利
益
が
確
約
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

投
じ
た
お
金
（
元
本
）
も
保
証
さ
れ

て
は
い
ま
せ
ん
。暗
号
資
産
の
価
格

が
急
落
し
、
損
を
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
投
資
そ
の
も
の
が

詐
欺
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。リ
ス

ク
に
つ
い
て
、
十
分
に
理
解
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
で
不
安
に
な
っ
た
と
き

に
は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１

８
８
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
や
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
な
ど
で
知
り
合
っ
た
人
か

ら
、
暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨
）
の
取

引
や
投
資
を
持
ち
掛
け
ら
れ
、
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
や
S
N
S
等
を
通
じ

て
「
絶
対
に
も
う
か
る
」
な
ど
と
持

ち
掛
け
ら
れ
て
投
資
を
し
た
が
、
返

金
さ
れ
な
い
、
出
金
で
き
な
い
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　

相
談
の
多
く
は
、
S
N
S
の
広
告

や
メ
ー
ル
、
電
話
な
ど
で
「
絶
対
に

損
は
し
な
い
」、「
必
ず
も
う
か
る
」

と
言
葉
巧
み
に
勧
誘
さ
れ
、
な
か
に

は
、
お
金
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
断

ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
消
費
者
金
融

を
紹
介
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

投
資
に
お
い
て
、「
必
ず
」
や
「
絶

対
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

話
を
聞
い
た
ら
、
ま
ず
は
疑
っ
て
み

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
暗
号
資
産
取

引
を
行
う
正
規
の
暗
号
資
産
交
換
事

業
者
は
、
金
融
庁
の
登
録
を
受
け
て

い
ま
す
。
事
前
に
、
金
融
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧

暗
号
資
産
の
「
必
ず
も
う
か
る
」
に
要
注
意

充
実
し
た
1
年
を
振
り
返
っ
て

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

副業詐欺・投資詐欺に注意

春の火災予防に協力を

2月の交通事故
発生状況

人　身	 4件
物　件	 20件

本年累計	 6件
本年累計	 47件

2月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 4件
救　急	 99件

本年累計	 6件
本年累計	 201件

 

令
和
5
年
の
3
月
に
え
び
の
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
て
か

ら
1
年
が
経
ち
ま
し
た
。嬉
し
い
こ

と
に
多
く
の
仕
事
を
任
せ
て
も
ら
い
、

忙
し
く
も
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

　

地
域
教
育
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
飯
野
高
校
を
中
心
に

え
び
の
市
の
教
育
魅
力
化
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、
元
々
農
業
従
事
者

だ
っ
た
た
め
、
教
育
は
初
挑
戦
の
分

野
。活
発
な
高
校
生
に
対
し
て
仕
事

を
す
る
こ
と
は
戸
惑
い
半
分
、
刺
激

半
分
も
ら
え
ま
す
。飯
野
高
校
で
は
、

探
究
活
動
を
行
う
生
徒
た
ち
の
サ

ポ
ー
ト
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
援
し

て
い
ま
す
。私
自
身
の
高
校
時
代
と

比
べ
る
と
、
考
え
や
意
見
を
言
語
化

す
る
能
力
が
高
い
生
徒
が
非
常
に
多

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
あ

ど
け
な
さ
が
残
る
高
校
生
。時
に
悩

み
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
話
を

聞
い
て
、
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う

に
日
々
の
対
話
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

親
で
も
先
生
で
も
な
い
、
第
3
の
大

人
が
い
る
。そ
ん
な
立
ち
位
置
に
な

れ
れ
ば
と
常
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
か
ら
は
市
内
の
小
中

学
校
の
え
び
の
学
支
援
を
し
て
い
く

予
定
で
す
。昨
年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
定
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
、

各
学
校
が
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

時
間
を
か
け
て
改
善
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
1
年
間
の
充
実
し
た
日
々
は

市
民
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
迎
え
入
れ

て
く
れ
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
。学
生

た
ち
に
え
び
の
市
の
魅
力
を
再
認
識

し
、
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

文
：
武
井
恒
介
隊
員

　 3 月1 日から7 日まで 全 国 火 災 予 防 週 間 が 実
施 さ れ まし た。この 運 動 は、市 民 の 皆 さん に 防
火 防 災 意 識 を 高 め てもらうことで、火 災 から尊
い 命と貴 重 な 財 産 を 守ることを目 的としていま
す。
　 最 近 は、火 入 れ から火 災 になる事 案 が 相 次 い
で い ま す。水 バ ケツ 等 を 準 備し、少 量 ず つ 気 を
付 けて行 いましょう。また、風 の 強 い日や 空 気 が
乾 燥して いるとき は、別 日 に 行うように お 願 い
します。

　インターネットや S N S の 広 告 に 掲 載されてい
た副 業に応 募したところ、教 材 費や指 導 料、サポ
ート代 などを 名 目 に 金 銭 を だまし取られる「 特
殊 詐 欺」が発 生しています。また、インターネット
広 告 や S N S の ダイレクトメッセ ー ジ を 端 緒 に、
L I N E 等のグループ会 話に招 待され、その中で投
資 が 勧 められ 、投 資 購 入 や 手 数 料、保 証 料 名 目
などで 金 銭 を だまし取られるケースも発 生して
います。絶 対 にもうかる投 資 はありません。投 資
には、時 間・労 力・知 識・リスクが 必 要で す。
　 もし かし たらと思っ たら、警 察 安 全 相 談 電 話

「＃ 9 9 1 0」までご 相 談ください。

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

地域おこし活動
C o m m u n i t y  B u i l d i n g

広報 広報令和6年3月号 令和6年3月号17 16



【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
詩

■
俳
句

暖
か
や
は
だ
し
は
み
出
る
ベ
ビ
ー
カ
ー

川
原
千
恵
子

　
暖
か
な
春
の
日
、
ぐ
っ
す
り
と
寝
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
の
足
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
か
ら
は
み
出
し
て

い
ま
す
。ぷ
っ
く
り
と
し
た
小
さ
く
愛
ら
し
い
裸
足
。も
う
す
っ
か
り
春
で
す
。
　
　
　（
自
註
）

勝し
ょ
う
え
ん縁

え
び
の
風
天

あ
れ
こ
れ
と
縁
有
る
人
の
つ
な
が
り

想お
も

え
ば
荷
物
背
な
に
負
い
て

友
と
別
れ
た
吉
都
線

幾
山
河
越
え
て
知
ら
ぬ
町

熱
き
涙
に
頬ほ

ほ

ぬ
ら
す

私
の
青
春

愚
痴
は
つ
き
も
の
人
の
定
め
に

心
の
く
も
り
を
払
い
つ
ゝ

出
会
い
触
れ
合
う
思
い
や
り

川
内
川
の
水
面
に
写
る
情
け
が
沁し

み
る

生
ま
れ
つ
い
た
る
百
八
煩
悩

尽
き
ぬ
懺ざ

ん
げ悔

の
数
あ
ま
た

霧
島
山
に
清
め
ら
れ

五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う

穣
の
人
ゆ
た
か

飯
野　

加
久
藤　

京
町
は

山
紫
水
明
輝
や
き
て

湯
煙
り
昇あ

げ
し
え
び
の
高
原

私
と
あ
な
た
の
探
し
も
の
は
何
で
し
ょ
う

■複製絵画展「静
せい

なる樹
き

」
図書館・歴史民俗資料館合同で複製絵画の展示を行いま
す。テーマは「静なる樹」。静かでありながら存在感のあ
る樹木たちの絵画を、ぜひ、ご覧ください。
●開催日＝4月6日（土）～ 21日（日）
●休館日＝4月8日（月）、15日（月）
●場所＝歴史民俗資料館

お す す め の 一 冊

宮沢賢治童話集
雨ニモマケズ・風の又三郎など

 (100年読み継がれる名作 )
宮沢賢治 著

（世界文化社）

おいしいものを手軽に少量で

50歳からはじめる、
大人のレンジ料理
山脇りこ 著

（NHK 出版）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（4月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 3日（水）、
17日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→真幸出張所→ Aコー
プかくとう店→加久藤地区体育館

4日（木）、
18日（木） 12：45〜16：30

市役所→飯野地区コミュニティセン
ター

5日（金）、
19日（金） 12：30〜15：15

真幸地区体育館 10日（水）、
24日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→自
衛隊官舎

12日（金）、
26日（金）、 14：50〜16：30

事業者による障害のある人への合理
的配慮の提供が義務化されます

　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障
害者差別解消法）」が一部改正され、4月1日から事業者
による障害のある人への合理的配慮の提供が義務化され
ます。
■合理的配慮の提供
　障がいのある人から何らかの配慮を求める意思の表示
があった場合には、負担になり過ぎない範囲で対応する
こと（合理的配慮）を求めています。

行政機関等 事業者

不当な差別的取り扱い 禁止 禁止

合理的配慮の提供 義務 努力義務⇒義務

　事業者は、円滑な対応ができるように、主な障がいの
特性や合理的配慮の具体的な事例等をあらかじめ確認し
た上で、個々の場面ごとに柔軟に対応を検討することが
求められます。
　障がいのある人が、障がいのない人と同様のサービス
が受けられるように、環境の整備や合理的配慮の提供に
関する従業員への周知をお願いします。
問市福祉課 障がい福祉係
☎35-1115（課直通）

自閉症などの発達障がいを正しく理
解しましょう

　毎年4月2日は国連が定めた「世界自閉症啓発デー」、4
月2日から8日までは「発達障害啓発週間」です。
　自閉症をはじめとする発達障がいのある人は、他人の
意図や感情の理解、言葉の適切な使い方などが苦手な場
合があります。それは、本人の努力不足や家族の育て方
のせいではなく、その人の「脳の特性」です。特性の現れ
方によっては、誤解されたり、理解されずに孤立したり
することがあります。
　自閉症の人たちが生活しやすい社会は、みんなが幸せ
に生活できる社会につながります。見た目には分かりづ
らい自閉症などの発達障がいを知り、正しく理解するこ
とが大切です。
問市福祉課 障がい福祉係
☎35-1115（課直通）

市民交流喫茶に参加しませんか

　市国際交流センターでは、「市民交流喫茶」を開催しま
す。市民交流喫茶は、「えびのや近隣地域のことを知りた
い」、「えびのをもっと盛り上げたい」と思っている人に
参加してもらい、さまざまな分野のゲストを招いて講話
を聞く楽しいつどいです。同時に、地元の食材、産品を
試食するなど、ゲストと和やかに過ごしてもらうもので
す。ぜひ、ご参加ください
■第1回

【開催日】4月25日（木）
【ゲスト】JAえびの市青年部 食育部長 本田 幹英氏

　「ミッキー農園」の名称で野菜と花を生産しながら、食
育啓発や農家民泊を行っている本田さんに、その想いを
話してもらいます。
■第2回

【開催日】5月23日（木）
【ゲスト】えびの電子工業株式会社代表取締役社長 津曲 

慎哉氏
　若手経営者としての企業での取り組みを紹介してもら
い、今後の課題と挑戦について話してもらいます。
■第3回

【開催日】6月27日（木）
【ゲスト】地域おこし協力隊 武井 恒介氏

　えびのに昨年3月移住。地域おこし協力隊として「教育
コーディネーター」業務を持ち、市内小中高校の支援を
行っている武井さんに、その活動について話してもらい
ます。
■共通事項

【時間】午前10時～午前11時30分
【場所】市国際交流センター
【定員】30人程度
【参加費】全講話合わせて1,000円（飲み物、地元産品試

食代等）※1回のみの参加は400円とします。
【申込方法】参加者の住所・氏名・電話番号を市国際交流

センターにご連絡ください。
【申込期限】4月16日（火）

申・問市国際交流センター
☎35-3211

■年間多読者表彰式
年間を通して、図書館の本をたくさん読んだ皆さんの表
彰を行います。
●開催日＝4月21日（日）
●時間＝午後2時～
●場所＝図書館

■雑誌処分展
●開催日＝4月27日（土）～ 5月6日（月）
●場所＝図書館 玄関ホール
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水源の森・森林整備・環境体験学習
の参加者を募集します

　コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社と飯野麓共
有林、西諸地区森林組合は共同で、協働の森林づくりの
ための活動を行います。青々と茂る竹林の息吹を感じな
がら、楽しく環境体験活動をしてみませんか。タケノコ
掘りなどを予定しています。

【開催日】4月13日（土）
【時間】午前9時～午後3時［受付］午前9時～午前9時30

分
【受付場所】グリーンパークえびのコーク館または飯野

出張所 ※受付場所から現地まではマイクロバスで移動
します。

【活動場所】飯野麓共有林（タケノコ掘り体験ほか）
【募集人員】30人 ※先着順
【参加料】無料
【持ってくるもの】作業できる服装（長袖・長ズボン）、帽

子、軍手、タオル、運動靴、小雨時の長靴・かっぱ、袋（タ
ケノコ用）
※昼食、飲料、ヘルメット、作業道具は主催者側で準備
します。

【申込方法】市農林整備課林務係に住所、氏名、連絡先（携
帯番号）をご連絡ください。

【申込期限】4月5日（金）
申・問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

新型コロナウイルスワクチン接種推
進室を閉鎖します

　新型コロナワクチン接種の業務を円滑に行うため設置
していた、えびの市新型コロナウイルスワクチン接種推
進室は、国の特例臨時接種終了に伴い、令和6年3月31日
をもって閉鎖します。
　4月以降、新型コロナワクチン接種に関するお問い合
わせは、市健康保険課市民健康係までお尋ねください。
問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

令和6年度自衛官募集

　自衛隊宮崎地方協力本部小林地域事務所では、令和6
年度自衛官等各種募集を行います。
■予備自衛官補（一般・技能）

【資格】
［一般］18歳以上52歳未満の人
［技能］18歳以上で国家免許資格等を有する人

※資格により年齢上限は53歳未満から55歳未満
【受付期間】1月22日（月）～ 4月11日（木）
【試験日】4月6日（土）～ 21日（日）の内1日で実施

■一般曹候補生
【資格】18歳以上33歳未満の人（ 32歳の人は、採用予定

月の末日現在、33歳に達していない人）
【受付期間】3月1日（金）～ 5月7日（火）
【試験日】5月17日（金）～ 26日（日）の内1日で実施

■自衛官候補生
【資格】18歳以上33歳未満の人（ 32歳の人は、採用予定

月の末日現在、33歳に達していない人）
【受付期間】年間を通じて募集
【試験日】申込受付時に通知します。

■幹部候補生（一般）
【資格】22歳以上26歳未満の人
【受付期間】3月1日（金）～ 4月12日（金）
【試験日】［1次試験］4月20日（土）・21日（日）

申・問自衛隊宮崎地方協力部 小林地域事務所
☎0984-22-5254

「令和6年度タクシー利用料金助成事
業」の申請を受け付けています

　市では、「タクシー利用料金助成事業（タクシー利用料金
の一部を助成する制度）」の申請を受け付けています。

【助成対象者】市内在住で住民登録があり、市税等の滞納
がなく、次のいずれかに該当する人
・65歳以上の人
・16歳から64歳の人で、運転免許証または自動車を持って
いない人
・16歳から64歳の人で、病気等の理由で市長が特に認める
人

【申請方法】申請書を市企画課政策係、または飯野・真幸出
張所に提出してください。申請書は、市企画課、飯野・真幸
出張所で取得できます。

【助成方法】
・助成対象者と認められた場合は、「助成対象者証」と「タク
シー利用券」を送付します。
・「タクシー利用券」を、タクシー利用時に次の指定のタク
シー会社の運転手に渡すことで、タクシー利用料金の一部
の助成を受けることができます。

【タクシー券を利用できるタクシー会社】
・宮交タクシー　　　　☎37-1351
・三和交通　　　　　   ☎33-0220　　　　　
・こばやし交通　　　　☎33-0154
・昭和福祉タクシー　　☎33-6270
・Eプラスケア　　　　  ☎080-9248-4401

【助成額】運賃の約4割を助成します。助成額は1,500円が
上限です。

【交付限度枚数】年間最大96枚で、ひと月8枚として、申請
月に応じて交付されます（交付方法は令和6年3月末に48枚、
9月末に48枚発行します。）。

【有効期限】令和7年3月31日までです。翌年度に繰り越して
使用することはできません。

【利用可能区間】タクシー券を利用できる区間は、市内に
限ります。市外からの移動や市外への移動には、利用でき
ません。

【その他】
・タクシー利用券は、家族や他人に譲ることはできません
が、同乗することは可能です。
・この制度は、市福祉課が行っている「福祉タクシー利用券」

の制度とは別の制度ですが、両方を同時に利用することは
可能です。
申・問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

令和6年度えびの市奨学生募集

　市では、令和6年度の奨学生（月奨学金）を募集します。
【申込資格】

　本市に引き続き2年以上住所を有している人、または2
年以上本市に住所を有し就学のため市外に住所を変更し
た人で、学校教育法に規定する学校に在学し、成績良好、
品行方正で経済的理由により修学が困難と認められる人

【貸与月額および募集人員】

奨学金貸与生の区分 貸与月額 募集人員

・高校生
・中等教育学校後期課程生
・専修学校生（高等課程）

20,000 円 若干名

・高等専門学校生 24,000 円 若干名

・大学生
・短期大学生
・専修学校生（専門課程）

40,000 円 若干名

※貸与月額は半額も希望可
【貸与期間】令和6年4月から就学する学校の正規の修業

年限の範囲内
【貸与利子】無利子
【受付期間】3月21日（木）～ 4月18日（木）
【選考方法】学校長の推薦（ 1年時の人は出身学校長推薦、

2年時以降の人は在学学校長の推薦）を受けた者の学業
成績および経済状況、また、その他の資料に基づき市の
奨学生選考委員会で審議し、教育委員会が決定します。

【貸与方法】6月・8 月・12月の年3回、口座振込で貸与
【奨学金の返還】返還は卒業の翌月から、貸与を受けた期

間の2倍の期間内となります。
【申請書の配布】3月21日（木）以降に、市学校教育課・飯

野出張所・真幸出張所で配布するほか、市のホームペー
ジからもダウンロードできます。
申・問市学校教育課 教育係
☎35-3721（課直通）
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,197人 （前月比 -124人）
男性／7,629人（-80人） 　女性／8,568人（-44人）
転入／54人  転出／150人  出生／9人  死亡／37人

7,661世帯 （前月比 -93世帯）

撮 影 の た め に 久し ぶ りの 韓 国 岳 登 山 。記 憶 に あ る イ
メー ジ で 登り進 めました が、10 年 ぶりということも

あってか、息も切 れ 切 れ に なって年 を重 ね たことを実 感し
まし た 。体 に は こ た え まし た が、登 山 道 や 山 頂 か ら の 眺
め は 壮 観 で、また 登りた いと 感じさせ てくれ ま す。皆 さん 、
ペースには気を 付けて、ぜ ひ、登ってみてください。（ 中川 ）（令和6年3月1日現在）

【申込方法】国土交通省川内川河川事務所京町出張所で
お申し込みください。

【その他】・今回の募集は、許可制による個人の採草とは
異なります。

・登録期間は1年間です。今まで登録していた人で引き続
き希望する人は、新たに申し込みをしてください。

・梱包の際、刈草の中のごみはある程度分別しますが、混
入している場合があります。

・国土交通省は刈草の利用に伴い生じた一切の損害等の
責任を負わないものとします。刈草の利用は、利用者個
人の責任で行ってください。

・天候等により刈草の提供が一部できない場合もありま
すのでご了承ください。
申・問国土交通省 川内川河川事務所 京町出張所
☎0996-22-3809

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書

祝！ 100歳
いつまでもお元気で

2 月に 100 歳を迎えられた皆さんを紹介し
ます。

白良 清子さん
（柳水流）

玉利 アヤさん
（西郷）

山毛 サチ子さん
（大明司）

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

韓 国 岳 山 頂 か ら 望 む 新 燃 岳
や 高 千 穂 峰 。3 月16 日 に、国
立 公 園「 霧島」（ 現 在の 霧島 錦
江 湾 国 立 公 園 ）が、国 立 公 園
指 定9 0 周年を 迎 えました 。

高原図鑑の連載を終了します

　平成25年広報えびの9月号から裏表紙で連載していた
「高原図鑑」が、今回の3月号をもって終了します。11年

間の連載をご覧いただきありがとうございました。

い野鳥、未だに生態がわかっていない菌類、わずか5ｍ
ｍのクワガタムシ、地下で菌類から栄養を得ている植物
など、霧島山を歩くと毎回発見だらけ、ワクワクがとま
りません。毎日が宝探しです。
　それらを育む土台として、やはり大小20以上の火山が
あることが大きな要因かと思います。火山地帯で活動す
る私たちは、その恵みと脅威をよく理解することが大切
です。それらを観光や教育に活用し、さらに防災に備え
ていくことが重要だと思います。
　魅力的な生きものに囲まれ、感動的な自然現象を体験
でき、素晴らしい自然景観を堪能できるえびの市は、本
当に恵まれた土地だと日々感じています。
　今後とも、えびのエコミュージアムセンターをよろし
くお願いいたします。
問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）
問えびのエコミュージアムセンター
☎33-3002

ご利用ください
「教育資金融資制度」
　市では、九州労働金庫（ろうきん）と提携して教育資
金の融資を行っています。これは、子どもの教育を促し、
市民の生活安定と福祉の増進に役立てることを目的とし
ています。

【利用できる人】次のどちらにも該当する人
・市内在住で、子どもが高校・専門学校・短大・大学などへ
入学が決定した人、または在学している人

・市税などを滞納していない人
※融資の決定には、九州労働金庫の審査があります。

【融資金額】200万円以内
【年利】1.20％（保証料別）

問市学校教育課 教育係
☎35-3721（課直通）
問九州労働金庫 小林支店
☎23-1000

堤防の刈草を提供します

　国土交通省では、川内川の堤防等の維持管理のため、
除草作業を業者に委託して行っています。その刈草を、
資源の有効利用を図るため、地域の皆さんに提供し、家
畜粗飼料や畑等の敷き草、堆肥などに利用してもらいた
いと考えています。
　草刈りから梱包までは業者が行いますが、現地からの
持ち出しは利用者に行ってもらいます。刈草を希望する
人は、以下まで申し込みください。

【申込期限】［1回目］4月8日（月）～ 5月13日（月）
［2回目］8月19日（月）～ 9月20日（金）

※土・日、祝日を除く（午前9時～午後5時）

納税は口座振替が便利です。
手続きは、金融機関または市役所でできます。
※通帳と銀行印を持参してください。

須田 淳さん

■寄稿者あいさつ
　「高原図鑑」を長い間読んでいた
だいた皆さん、お付き合いいただき
ありがとうございました。
　えびの市内に位置するえびの高原
を含む霧島山には、本当にたくさん
の生きものが生息しています。美し
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【市観光商工
課公式インス
タグラム国内
旅行者向け】

【市観光商工
課公式インス
タグラム訪日
外国人向け】
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和
6
年
、
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ

て
90
周
年
の
霧
島
山
。
素
晴
ら
し
い
自

然
景
観
、
生
物
多
様
性
、
人
々
の
文
化

や
営
み
を
後
世
に
伝
え
、
継
承
し
て
い

け
る
よ
う
、
今
後
の
活
動
を
よ
り
活
発

な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：韓国岳山頂からのご来光（撮影：令和4年9月7日）

韓国岳

韓
国
岳
山
頂
で
魔
法
の
時
間

標高活 1700 ｍ霧島山最高峰 山頂からは活火山新燃岳、そして高千穂峰を望むことができる

11 年間の連載、読んでいただきありがとうございました。

現在、連載された内容を書籍化する作業を進めています。

今後ともえびの高原・えびのエコミュージアムセンターをよろしくお願いします。


